
　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
特
別
講
演

会
は
10
月
31
日
、
3
部
構
成
で
開
か
れ
ま

し
た
。

  

第
1
部
で
は
ま
ず
、
カ
ナ
ダ
の
酪
農
団

体
、
デ
ア
リ
ー
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
オ
ブ
・

カ
ナ
ダ
の
イ
ア
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
が

「
チ
ー
ズ
転
が
し
祭
り
」
に
つ
い
て
発
表
。

こ
の
団
体
で
は
、
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

「
L
I
S
A
（
25
～
54
歳
の
働
く
女
性
、

18
歳
未
満
の
子
供
が
い
て
世
帯
年
収
6
万

ド
ル
以
上
）」
と
し
て
お
り
、
日
本
を
含

む
世
界
各
国
と
同
様
に
、
家
庭
内
で
の
食

事
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
「
母
親
層
」

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

　

同
団
体
で
は
、
限
ら
れ
た
経
費
（
46
万

ド
ル
）
で
効
果
を
引
き
出
す
た
め
、
軸
で

「
ワ
ー
ル
ド
・
デ
イ
リ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト 

２
０
１
３
」で

多
く
の
酪
農
家
が
国
際
交
流
を
体
験

ミ
ル
ト
ピ（
26
頁
参
照
）で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、22
年
ぶ
り
に
日
本（
横
浜
）で
、

2
0
1
3
年
10
月
28
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
、国
際
酪
農
連
盟（
I
D
F
）に
よ
る

「
ワ
ー
ル
ド
・
デ
イ
リ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト（
W
D
S
）2
0
1
3
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
世
界
56
カ
国
か
ら
2
1
0
0
名
余
り
の
酪
農
関
係
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
は
、数
あ
る
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」部
門
の
講
演

に
加
え
、世
界
各
国
の
酪
農
家
が
集
い
交
流
を
深
め
た「
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
」に

つ
い
て
、簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

あ
る
「
チ
ー
ズ
転
が
し
祭
り
」
か
ら
店
頭

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
w
e
b
へ
の
展
開

と
い
っ
た
手
法
が
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
チ
ー
ズ
の
消
費
拡

大
と
い
う
成
果
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
発

表
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
の
チ
ー
ズ
消
費
が
地

域
に
よ
っ
て
増
減
し
て
い
る
要
因
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、「
カ
ナ
ダ
東
部
は
フ
ラ

ン
ス
系
住
民
が
多
い
た
め
消
費
は
拡
大
し

て
い
る
一
方
、
西
部
は
地
域
性
・
民
族
性

な
ど
が
異
な
り
チ
ー
ズ
消
費
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
米
国
に
越
境
し
て
買
い

物
を
す
る
人
が
多
い
こ
と
の
影
響
が
あ

る
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
南
ア
フ
リ
カ
の
酪
農
乳
業
団

体
、
ミ
ル
ク
・
サ
ウ
ス
ア
フ
リ
カ
の
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ン
・
レ
イ
ト
ン
氏
に
よ
る
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
消
費
者
ミ
ル
ク

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
米
国
で
牛
乳

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が	

行
わ
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
演
会

●「ワールド・デイリー・サミット　２０１３」が盛況のうちに幕
　～世界の酪農の科学・技術・経済面などの発展・交流に寄与

●「第9回　ALL JAPANナチュラルチーズコンテスト」　～全国から71社が158作品を出品

　横浜市で昨年10月28日～11月1日の5日間、「ワールド・デイリー・サミット　2013」（国際酪農連
盟日本国内委員会主催）が開催された。日本での開催は1991年の開催から実に22年ぶりとなる。今
回は、日本を含め56カ国から約2,100人の酪農乳業関係者が一堂に会し、「牛乳の再認識―母なる大
地からの贈り物―」をテーマに共通の課題について意見交換が行われた。
　10月28日の開会式（パシフィコ横浜）には、秋篠宮殿下のご臨席に加え、林芳正農林水産大臣、
林文子横浜市長、サミット主催関係者などが出席した。
　世界の人口が70億人を超え、栄養バランスのとれた食料の確保が重要な課題となるなか、牛乳・乳
製品は高い安全性と優れた栄養で健康を支えるのに最も期待できる食品のひとつである。牛乳・乳製
品のもつ多様な機能と新たな価値を探り、酪農乳業をさらに発展させるために設定された、「酪農政策・
経済」「酪農科学・乳業技術」「子供とミルク」「家畜の健康・福祉」「農場管理」「栄養・健康」「マーケティ
ング」「環境」「食品安全」の9つのテーマに沿って、連日、国内外の酪農乳業の専門家による講演会が
行われた。また展示ホール（横浜ベイホテル東急）では、国内外のメーカーや関連団体がブースを出展し、
わが国酪農の現状や、質の高い乳製品・技術などもアピール。盛況のうちに終幕した。

　2年に1回に開催される「ALL JAPANナチュラルチー

ズコンテスト」（中央酪農会議主催）第9回の最終審査が、

昨年10月30日、「Japan  Milk  Collection  2013」（Ｊ

ミルク主催の全国の牛乳・乳製品の展示・商談会）ととも

にパシフィコ横浜で開催された。
　来場者約4,000名と盛況のなか、全国から過去最多と

なる71社158もの応募作品から1次、2次審査（都内・

ホテルメトロポリタンエドモントにて実施）を通過した１０

作品が最終審査に臨んだ。10名の審査委員は、ナチュラ

ルチーズの専門家や学術・料理・販売・コンサルタント面

でチーズに造詣の深い著名な方々。名前が伏せられた

チーズの外観・色、組織、風味で、一人の審査員が推薦す

るチーズを説明・紹介し、残る全審査員がその場で改め

て試食して１～５点評価で点数の札を挙げていった。

　各部門の受賞作品は左記表のように決定。最高賞の

農林水産大臣賞には、風味が豊かで余韻もあるなどとし
て、チーズ工房タカラの

「タカラのタカラ」が受
賞した。熱く盛り上がる
会場に、個性的で良質
な国産チーズが日本の
食卓に豊かに浸透し始
めていることを実感し
た。

大勢の人で賑わうチーズコンテスト会場。

最終審査に残った 10 作品それぞれに点数を提示する審査員。

各賞受賞者（右から蔵王酪農センター、花畑牧場、
チーズ工房タカラ、半田ファームの皆さん）。

中央酪農会議の萬歳章会長が主催者挨拶。
チーズの展示・試食コーナーも大賑わい。

農林水産大臣賞受賞の「タカラのタカラ」。

展示ホールには中酪と全農の共催ブースも。

賞タイトル 部門名 都道府県 受賞者名 受賞作品名

農林水産大臣賞 「ハード」熟成 6 カ月以上 タイプ 北海道 チーズ工房タカラ タカラのタカラ

農畜産業振興機構理事長賞 「ハード」熟成 3 カ月未満 タイプ 北海道 ( 有 ) 半田ファーム チモシー

中央酪農会議会長賞 「ハード」熟成 6 カ月以上 タイプ 北海道 ( 株 ) 花畑牧場 十勝ゴールデンゴータ

J ミルク会長特別賞 フレッシュ タイプ 岡山県 イル・リコッターロ リコッタフレスカ ( 混乳 )

審査員特別賞 トライアル タイプ 宮城県 ( 一財 ) 蔵王酪農センター 紅花チェダーチース

秋篠宮殿下ご臨席のもと開会式が行われた。

M I L K  T O P I C S
ミル　トピ
日本や世界の国々からミルクに関する

ニュースをご紹介します。

M I L K  C L U B  V o l . 1 0 127 26M I L K  C L U B  V o l . 1 0 1

ボ イ ス

日本酪農の
最前線の話題を
ご紹介

パパ

ママ

たろー

はなちゃん

パグもん

モモらぶ

ばぁちゃん

じぃちゃん



29 M I L K  C L U B  V o l . 1 0 1

消
費
拡
大
に
取
り
組
む
ミ
ル
ク
ペ
ッ
プ
の

ビ
ビ
ア
ン
・
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
C
E
O
に

よ
る
「
運
動
後
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ミ
ル
ク

の
飲
用
促
進
」
の
発
表
が
あ
り
、
国
際
販

促
賞
に
は
米
国
の
ミ
ル
ク
ペ
ッ
プ
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

  

第
2
部
で
は
、
各
国
が
革
新
的
な
乳
製

品
な
ど
に
つ
い
て
発
表
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

最
大
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
、
バ
リ
オ
の
マ

リ
ッ
タ
・
テ
ィ
モ
ネ
ン
氏
は
、
2
0
0
1

年
に
発
売
し
た
乳
糖
フ
リ
ー
牛
乳
に
つ
い

て
「
発
売
2
年
目
に
1
2
0
0
万
㍑
を

売
り
上
げ
る
な
ど
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
市
場

に
変
化
を
も
た
ら
し
た
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
質
疑
で
は
、
乳
糖
フ
リ
ー
牛
乳
に
つ

い
て
「
牛
乳
で
は
な
く
乳
飲
料
で
は
消
費

者
が
敬
遠
す
る
恐
れ
は
な
か
っ
た
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、「
当
初
は
そ
う
い
っ

た
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
杞
憂

に
終
わ
っ
た
」
と
、
デ
ー
タ
と
と
も
に
回

答
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
英
国
の
酪
農
乳
業
専
門
誌
、

デ
ア
リ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
レ
ア
・

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
氏
に
よ
る
世
界
の
牛
乳
・

乳
製
品
の
動
向
や
、
日
本
か
ら
は
明
治
の

新
居
正
和
・
市
乳
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長

に
よ
る
「
明
治
お
い
し
い
牛
乳
」
に
お
け

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
功
事
例
、
雪
印

メ
グ
ミ
ル
ク
の
高
橋
典
之
・
商
品
企
画
グ

ル
ー
プ
課
長
に
よ
る
、
同
社
独
自
素
材
Ｍ

Ｂ
Ｐ
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

  

第
3
部
で
は
、
各
国
の
酪
農
乳
業
関
係

者
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て
発

表
。
と
り
わ
け
目
立
っ
た
の
は
、
有
名
人

を
起
用
し
た
P
R
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
の
S
N
S
を
活
用
し
た
手
法
で

し
た
が
、
一
方
で
、
S
N
S
は
反
酪
農

活
動
家
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
ミ
ル
ク
の
前
田
浩
史
専
務
は
「
ビ
ッ

グ
マ
マ
（
マ
マ
友
な
ど
へ
の
影
響
力
が
強

い
母
親
）
を
通
じ
て
、
研
究
者
な
ど
の
情

報
を
伝
達
す
る
」
と
い
う
独
自
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
紹
介
し
た
他
、「
日

本
に
お
い
て
安
売
り
商
品
と
な
っ
て
い
る

牛
乳
を
量
販
店
に
と
っ
て
も
儲
か
る
構
造

に
変
え
る
こ
と
で
、
酪
農
乳
業
界
と
量
販

店
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
、

そ
れ
に
よ
り
量
販
店
が
情
報
発
信
の
重
要

拠
点
と
な
り
得
る
」
と
の
構
想
を
語
り
ま

し
た
。

　

発
表
終
了
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
「
ビ
ッ
グ
マ
マ
は
非
常
に
良

い
ア
イ
デ
ア
」
な
ど
、
Ｊ
ミ
ル
ク
の
取
り

組
み
を
評
価
す
る
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、「
子
ど
も
は
父
親
の
影
響
も
受
け

る
か
ら
ビ
ッ
グ
パ
パ
も
大
事
」（
ゴ
ッ
ド

フ
リ
ー
氏
、
米
国
）
と
い
っ
た
意
見
も
出

さ
れ
盛
り
上
が
っ
た
他
、「
ど
ん
な
場
合

で
も
科
学
的
根
拠
が
な
け
れ
ば
何
も
残
ら

な
い
」（
ア
ブ
レ
ッ
ク
氏
、
イ
ス
ラ
エ
ル
）

と
い
う
意
見
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
夜
に
開
催
さ
れ
た
「
酪
農

家
の
集
い
」
に
は
、
世
界
28
ヵ
国
か
ら

約
4
5
0
名
（
国
内
2
5
0
名
、
海

外
2
0
0
名
）
の
酪
農
関
係
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
日
本
唯
一
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン

船
「
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
グ
」
に
横
浜
港

大
さ
ん
橋
か
ら
乗
船
し
、
19
時
か
ら
21

時
の
2
時
間
に
わ
た
り
、
横
浜
の
夜
景

を
眺
め
な
が
ら
の
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

日
本
の
酪
農
家
代
表
と
し
て
挨
拶
し
た

砂
金
甚
太
郎
・
全
酪
連
会
長
（
中
央
酪
農

会
議
副
会
長
）
は
、「
22
年
ぶ
り
に
日
本

で
開
催
さ
れ
た
W
D
S
に
、
こ
の
よ
う

に
多
く
の
海
外
の
酪
農
関
係
者
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
酪
農
家
の
集

い
で
は
、
歓
迎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
伝
統
的
な
民
俗
行
事
で
あ
る
秋
田
の

〝
な
ま
は
げ
〟
や
、
4
0
0
年
の
歴
史
を

誇
る
徳
島
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
〝
阿
波
踊

り
〟
の
〝
お
も
て
な
し
〟
を
企
画
し
た
。

東
北
地
方
の
地
酒
と
と
も
に
、
横
浜
港
の

夜
景
を
肴
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
同
じ
酪

農
を
営
む
者
同
士
、
地
域
を
越
え
て
、
お

互
い
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
交
流
を
深
め

る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
」
と
歓
迎

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
1
年
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、「
海

外
か
ら
も
、
多
く
の
ご
支
援
と
励
ま
し
を

賜
り
、
衷
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
酪
農
家
で
英
国
農
業
者
連
合

の
マ
ン
セ
ル
・
レ
イ
モ
ン
ド
酪
農
部
会
長

が
、「
多
く
の
類
似
点
を
共
有
す
る
世
界

の
酪
農
乳
業
者
が
、
課
題
解
決
に
向
け
て

協
力
す
れ
ば
、
必
ず
良
い
結
果
が
得
ら
れ

る
。
酪
農
乳
業
界
で
恩
恵
に
浴
す
る
た
め

に
世
界
中
の
仲
間
が
協
力
し
て
い
け
れ
ば
、

こ
ん
な
に
喜
ば
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
「
Ｗ
Ｄ
Ｓ 

2
0
1
3
」
は
、
こ
の
他
に

も
た
く
さ
ん
の
行
事
が
行
わ
れ
、
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
閉
会
後
の
記

者
会
見
で
、
I
D
F
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・

ヒ
ル
会
長
は
、「
今
回
の
日
本
で
の

W
D
S
は
、
参
加
者
数
、
内
容
の
多
様

性
な
ど
の
点
か
ら
、
過
去
最
高
の
レ
ベ
ル
。

今
後
の
I
D
F
の
活
動
に
も
良
い
影
響

を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
」
と
総
括
し
た
こ
と
が
、

こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
W
D
S
は
今
年
2
0
1
4
年
、

イ
ス
ラ
エ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
か
ら
4
5
0
名
が
参
加
し
た

デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ

● 事務所移転のお知らせ
（一社）中央酪農会議は、平成 25 年 12 月 16 日に新事務所に移転いたしました。
これを機に誌面をさらに充実させるべく一層の努力をしてまいりますので、
今後とも「ミルククラブ」をよろしくお願い申し上げます。

新住所：〒 101−0044
東京都千代田区鍛冶町 2-6-1  堀内ビルディング 4階
電　話：03-6688-9841（代表）
ＦＡＸ：03-6681-5295
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阿波踊りを一緒に楽しむ参加者。
▲�特別講演会				  
「マーケティング・パネルディスカッション」。

右:開催期間中さまざまな特別講演会が行われた。
左:�酪農科学・乳業技術分野等について、各国のポスター

発表があり連日賑わっていた。

もうひとつの歓迎アトラクション、
徳島の「阿波踊り」。

同船内会場で挨拶する
マンセル・レイモンド酪農部会長。

ファーマーズディナーで挨拶する砂金甚太郎
全酪連会長（中央酪農会議副会長）。

ディナークルーズでのアトラクション、秋田の「なまはげ」。
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